事前レジュメ　　　　　　　　愛国心教育の強制

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：寺田・小田・稲田・久田

11月16日、教育基本法改正案が衆議院本会議で可決され、参院に送付されました。その改正案の中には、教育の目標として「伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできたわが国と郷土を愛する」という文言が用いられています。現行の教育基本法が個人の尊厳を基盤としているのに対して、教育が国家中心のものへと変えられ、いわゆる愛国心教育が教育基本法という法律の根拠のもとで行われる可能性が強まってきました。これに抵抗すれば、「違法行為」として法的制裁の対象となる可能性も今後なきにしもあらず。
　 

一週目は、教員の側の人権に着目するのではなく、子供の側の人権に的を絞り、
「君が代を学校教育の場で強制させられることに対して子供は拒否することができるか」

という論題を中心に討論したいと考えています。憲法１９条は明治憲法時代に特定の思想を強制した苦い経験から特に規定されたものですが、愛国心はそもそも特定の思想なのでしょうか。
二週目は、教育基本法に愛国心を規定すること、加えて改正自体の是非についての発表と討論を行う予定です。

　一週目のタイムスケジュールの予定は以下のようなものです。

情報提供（20分）
↓

自由討論（分科会形式）（30分）

↓

自分の意見を反映し、2つのグループに分かれて討論（30分）
· 一週目はサブゼミを行いません。全員が最初から確実に全員が参加できる本ゼミのみで集中的にやってみたらどうだろうか、という１つの試みです。

二週目は行います。
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